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援
す
る
制
度
を
設
け
る
の

が
柱
。
日
本
農
林
規
格

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
法
も
改
正

し
、
有
機
酒
類
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

制
定
も
可
能
に
す
る
。

農
林
水
産
消
費
安
全
技

術
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
）
の
業
務
に
品
目
団
体

へ
の
協
力
を
位
置
付
け
る

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
法
の
改
正
も

含
め
、
三
つ
の
改
正
案
を

一
括
し
て
審
議
。
先
に
審

議
し
た
参
院
で
は
、
４
月

８
日
の
本
会
議
で
全
会
一

致
で
可
決
し
て
い
る
。

や
す
狙
い
が
あ
る
。
全
農

は
将
来
的
な
就
農
な
ど
に

も
つ
な
が
る
と
み
る
。

輸
出
促
進
法
改
正
案

衆
院
委
で
審
議
入
り

農
林
水
産
物
・
食
品
輸

出
促
進
法
等
改
正
案
が


日
、
衆
院
農
林
水
産
委
員

会
で
審
議
入
り
し
た
。
生

産
か
ら
輸
出
ま
で
の
事
業

者
を
束
ね
、
輸
出
先
国
で

の
需
要
・
販
路
開
拓
と
い

っ
た
役
割
を
担
う
「
品
目

団
体
」
を
国
が
認
定
・
支

農
業
」
に
つ
い
て
、
同
省

は
「
農
業
・
農
村
に
多
様

な
形
で
関
わ
る
機
会
の
創

出
、
新
規
就
農
者
の
確
保

に
も
寄
与
す
る
」
（
宮
崎

雅
夫
政
務
官
）
と
述
べ
、

支
援
し
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。
国
民
民
主
党
の
長

友
慎
治
氏
へ
の
答
弁
。

９
１
農
業
は
農
業
以
外

に
９
割
、
農
業
に
１
割
関

わ
る
生
活
様
式
。
休
日
の

副
業
や
子
育
て
中
の
パ
ー

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
農
業
に
関
わ
る
人
を
増

ニ
ズ
ム
に
沿
わ
な
い
形
で

無
理
し
て(

米
国
産
の)

入

札
を
か
け
た
」
と
批
判
。

政
府
が
タ
イ
産
な
ど
比
較

的
安
い
米
を
差
し
置
い
て

米
国
産
を
輸
入
し
、
飼
料

米
や
援
助
米
に
仕
向
け
る

際
の
価
格
補
塡(

ほ
て
ん)

で
国
民
負
担
を
増
や
し
て

い
る
と
し
た
。
同
省
は

「
国
内
の
実
需
者
の
ニ
ー

ズ
は
あ
っ
た
」
と
し
た
。

一
方
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
提

唱
す
る
、
気
軽
に
農
業
に

関
わ
る
生
活
様
式
「
９
１

同
省
は
２
０
２
１
年
度

の
Ｍ
Ａ
米
も
全
量
を
輸
入

し
た
が
、
最
終
盤
の
３
月

に
米
国
産
に
限
定
し
た
入

札
を
３
回
実
施
。
い
ず
れ

も
不
落
札
で
、

日
に
産

地
を
限
定
し
な
い
入
札
を

行
い
、
タ
イ
産
を
買
い
入

れ
た
。

一
連
の
経
緯
に
、
緒
方

氏
は
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ

終
始
。
１
９
９
４
年
に
政

府
が
示
し
た
統
一
見
解
を

な
ぞ
っ
た
格
好
だ
。

つ
い
て
「
通
常
の
場
合
は

当
該
数
量
の
輸
入
を
行
う

べ
き
も
の
」
と
の
答
弁
に

に
内
外
価
格
差
を
挙
げ
た

経
緯
が
あ
る
と
し
た
他
、

協
定
が
定
め
て
い
る
の
は

輸
入
機
会
の
提
供
で
、
全

量
輸
入
は
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

同
省
は
「
米
は
国
家
貿

易
品
目
と
し
て
国
が
輸
入

を
行
う
立
場
に
あ
る
」

（
同
）
と
し
、
Ｍ
Ａ
米
に

日
本
は
国
際
協
定
に
基

づ
き
、
年
間

・
７
万
㌧

の
Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
枠
を
設

け
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
緒
方
氏
は
「
内
外
価

格
差
が
ほ
ぼ
な
い
状
態
に

な
れ
ば
、
全
量
を
輸
入
す

る
必
要
は
な
い
」
と
提

起
。
山
本
有
二
農
相
（
当

時
）
が
全
量
輸
入
の
理
由

要
物
資
」
の
安
定
供
給
を

資
金
支
援
。
電
気
や
金
融

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
導
入
で

は
、
国
が
サ
イ
バ
ー
対
策

な
ど
を
事
前
審
査
す
る
。

官
民
で
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
研
究
開
発
を

促
進
し
、
特
許
管
理
を
厳

格
化
す
る
。

対
象
と
な
る
物
資
や
事

業
者
の
範
囲
な
ど
は
今

後
、
政
省
令
で
定
め
る
。

野
党
側
は
政
府
が
恣
意

（
し
い
）
的
に
運
用
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
批
判
。
こ

の
た
め
、
衆
参
委
員
会
で

の
付
帯
決
議
は
政
省
令
の

制
定
に
当
た
り
、
関
係
事

業
者
・
団
体
な
ど
の
意
見

に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
求

め
た
。

ン
フ
ラ
を
維
持
す
る
体
制

を
整
備
す
る
。

同
法
を
巡
っ
て
は
、
野

党
側
が
企
業
の
自
由
な
経

済
活
動
へ
の
過
剰
な
介
入

に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
を

示
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受

け
衆
参
の
内
閣
委
員
会
は

そ
れ
ぞ
れ
、
事
業
者
の
自

主
性
を
十
分
に
尊
重
す
る

よ
う
求
め
る
付
帯
決
議
を

採
択
し
た
。

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

(

供
給
網)

強
化
」
「
基
幹

イ
ン
フ
ラ
の
事
前
審
査
」

｢

先
端
技
術
の
官
民
協
力｣

「
軍
事
転
用
可
能
な
機
微

技
術
の
特
許
非
公
開
」
の

４
分
野
が
柱
。
基
幹
イ
ン

フ
ラ
設
備
の
虚
偽
届
け
出

な
ど
に
対
し
て
は
、
２
年

以
下
の
懲
役
や
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
を
科
す
。

２
０
２
３
年
度
以
降
、
段

階
的
に
施
行
す
る
。

具
体
的
に
は
、
半
導
体

や
医
薬
品
な
ど
「
特
定
重

成
立
し
た
。
米
国
と
中
国

の
覇
権
争
い
に
加
え
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
安
全
保
障
環
境
が
一
段

と
緊
迫
化
す
る
中
、
戦
略

的
に
重
要
な
物
資
や
技
術

の
確
保
を
支
え
、
基
幹
イ

岸
田
文
雄
首
相
が
看
板

政
策
に
掲
げ
る
経
済
安
全

保
障
推
進
法
が

日
の
参

院
本
会
議
で
、
与
党
の
自

民
、
公
明
両
党
や
立
憲
民

主
党
、
日
本
維
新
の
会
な

ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

■
共
産
の
閣
外
協
力｢

白
紙｣

立
憲
民
主
党
の
泉
健
太
代

表
は

日
、
東
京
都
内
で
講

演
し
、
昨
年
の
衆
院
選
で
共

産
党
と
結
ん
だ
「
限
定
的
な

閣
外
か
ら
の
協
力
」
合
意
を

夏
の
参
院
選
協
力
で
棚
上
げ

し
た
こ
と
に
関
し
「
閣
外
か

ら
の
協
力
と
い
う
言
葉
は
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
白
紙
に

し
て
い
る｣

と
強
調
し
た

棚

上
げ
は
９
日
の
両
党
幹
事
長･

書
記
局
長
会
談
で
確
認
し
た


大
時
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
の
司
令
塔
機
能
の
強

化
策
も
議
論
す
る
。
政
府

は
提
言
を
踏
ま
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
特
措
法
や
感
染
症

法
の
改
正
な
ど
中
長
期
的

な
対
策
作
り
を
進
め
る
。

専
門
家
か
ら
は
、
厳
し

い
行
動
制
限
を
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑

問
や
、
感
染
症
に
関
す
る

情
報
を
集
約
し
関
係
者
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
感
染
症
対

策
で
民
間
病
院
に
協
力
要

請
す
る
中
で
応
じ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、
「
特
定
の

病
院
や
関
係
者
に
負
荷
が

か
か
っ
て
い
る
」
と
の
指

摘
も
出
た
と
い
う
。

を
開
い
た
。
こ
れ
ま
で
の

医
療
提
供
体
制
や
行
動
制

限
な
ど
の
対
策
を
検
証

し
、
見
直
す
べ
き
点
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
提
言
を
６

月
に
ま
と
め
る
。
感
染
拡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
巡
る
政
府
の
対

応
を
検
証
す
る
有
識
者
会

議
（
座
長
・
永
井
良
三
自

治
医
科
大
学
長
）
が


日
、
東
京
都
内
で
初
会
合

政
府
は
入
国
上
限
２
万

人
へ
の
緩
和
と
は
別
に
、

外
国
人
観
光
客
を
対
象
と

し
た
小
規
模
な
ツ
ア
ー
を

早
け
れ
ば
５
月
中
に
認
め

る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。｢

実
証
実
験｣

（
政
府

筋
）
と
の
位
置
付
け
で
、

今
後
は
観
光
客
の
受
け
入

れ
も
拡
大
す
る
方
針
。

段
階
的
に
緩
和
し
、
４
月


日
か
ら
は
１
日
当
た
り

の
入
国
者
数
の
上
限
を
１

万
人
に
拡
大
し
た
。

際
対
策
に
関
し
「
感
染
拡

大
の
防
止
と
社
会
経
済
活

動
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
段
階
的
に
緩
和
を
進

め
て
い
る
」
と
述
べ
、
徐

々
に
入
国
者
数
を
拡
大
す

る
意
向
を
示
し
た
。

水
際
対
策
を
巡
っ
て
は

昨
年

月

日
、
全
世
界

を
対
象
に
外
国
人
の
新
規

入
国
を
禁
止
し
た
。
今
年

３
月
以
降
は
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
者
や
技
能
実
習
生
、
留

学
生
な
ど
観
光
目
的
以
外

の
入
国
を
解
禁
す
る
な
ど

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
の
水
際
対
策

を
緩
和
し
、
１
日
当
た
り

の
入
国
者
数
上
限
を
現
行

の
１
万
人
か
ら
２
万
人
に

引
き
上
げ
る
方
向
で
調
整

に
入
っ
た
。
大
型
連
休
後

の
感
染
状
況
や
空
港
の
検

疫
体
制
を
見
極
め
た
上
で

６
月
に
も
実
施
し
た
い
考

え
。
複
数
の
政
府
関
係
者

が

日
、
明
ら
か
に
し

た
。松

野
博
一
官
房
長
官
は


日
の
記
者
会
見
で
、
水

防
止
は
、
食
料
安
全
保
障

に
も
重
要
な
こ
と
な
ど

を
、
各
国
で
周
知
す
る
狙

い
。東

京
・
霞
が
関
の
同
省

で
は
、
沖
縄
本
土
復
帰


周
年
記
念
に
合
わ
せ
、
沖

縄
県
か
ら
他
県
へ
の
持
ち

出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

野
菜
の
紹
介
な
ど
、
同
県

の
植
物
防
疫
の
取
り
組
み

を
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
紹

介
す
る
。

日
ま
で
。


日
に
は
、
同
省
の
公

式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
「
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ

Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｆ(

ば
ず
ま
ふ)

」
で
、

同
省
職
員
や
国
際
植
物
防

疫
条
約
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
）
事

務
局
長
ら
も
出
演
し
、
植

物
防
疫
の
重
要
性
を
訴
え

る
動
画
も
公
開
す
る
。

農
水
省
は
、
国
連
が
定

め
る

日
の
「
国
際
植
物

防
疫
デ
ー
」
に
合
わ
せ

て
、
植
物
防
疫
の
重
要
性

を
発
信
す
る
。
一
般
市
民

向
け
に
植
物
防
疫
の
役
割

を
解
説
す
る
展
示
を
用

意
。
同
日
に
は
職
員
が
制

作
し
た
動
画
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
。

国
連
は
３
月
の
総
会

で
、
毎
年
５
月

日
を

「
国
際
植
物
防
疫
デ
ー
」

と
定
め
た
。
植
物
は
世
界

の
食
料
の
８
割
を
占
め
る

が
、
う
ち
２
～
４
割
が
病

害
虫
の
被
害
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
中
、
植
物
防
疫

に
よ
る
病
害
虫
の
ま
ん
延

加
速
す
る
円
安

国
挙
げ
食
料
安
保
確
立
を
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円
相
場
が

年
ぶ
り
の
安
値
水

準
に
突
入
し
、
農
業
経
営
に
欠
か

せ
な
い
原
油
や
肥
料
、
飼
料
な
ど

の
資
材
高
騰
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
。
農
業
現
場
の
一
層
の
負
担

増
が
懸
念
さ
れ
る
。
輸
入
食
品
の

価
格
も
上
が
り
、
資
源
を
海
外
に

依
存
す
る
日
本
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
国
を
挙
げ
て
国
産

切
り
替
え
を
支
援
す
べ
き
だ
。

東
京
外
国
為
替
市
場
の
円
相
場

は
今
週
に
入
っ
て
一
時
、
１
㌦
１

３
１
円
を
突
破
し
、
２
０
０
２
年

４
月
以
来
の
安
値
を
更
新
し
た
。

日
本
と
米
国
の
金
融
政
策
の
違
い

か
ら
、
利
回
り
の
低
い
円
を
売

り
、
高
利
回
り
の
ド
ル
な
ど
海
外

通
貨
を
買
う
動
き
が
進
ん
だ
。
原

油
高
で
日
本
の
貿
易
赤
字
は
膨
ら

み
、
さ
ら
な
る
円
安
を
招
く
悪
循

環
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
現
場
へ
の
影
響
は
深
刻

だ
。
原
料
の
多
く
を
海
外
か
ら
輸

入
す
る
肥
料
・
飼
料
で
も
、
円
安

が
一
層
の
値
上
げ
要
因
と
な
る
。

リ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（
リ
ン

安
）
や
塩
化
カ
リ
ウ
ム
、
尿
素
な

ど
を
海
外
に
依
存
す
る
肥
料
は
メ

ー
カ
ー
の
調
達
コ
ス
ト
が
か
さ

み
、
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
続
く
。
飼
料
も
同
様
だ
。

日
本
は
食
料
の

％
以
上
（
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
を
輸
入
に
依
存

す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
円
安
が
加
わ
り
、
混

乱
は
広
が
る
。
高
値
が
続
く
輸
入

牛
肉
で
は
、
米
国
産
バ
ラ
肉
（
冷

凍
）
の
３
月
の
卸
売
価
格
は

年

と
比
べ
６
割
高
い
。
小
麦
や
大
豆

な
ど
穀
物
の
高
騰
も
加
速
す
る
。

野
菜
の
輸
入
は
中
国
産
が
多
い

が
、
取
引
は
ド
ル
建
て
の
た
め
円

安
の
影
響
は
大
き
い
。
果
実
は
、

オ
レ
ン
ジ
類
な
ど
の
輸
入
価
格
が

高
騰
し
、
国
産
を
上
回
る
〝
逆
転

現
象
〟
も
目
立
っ
て
き
た
。

高
騰
す
る
輸
入
食
品
か
ら
国
産

へ
切
り
替
え
る
機
会
と
捉
え
た
い

が
、
大
き
な
流
れ
を
つ
く
れ
て
い

な
い
。
課
題
は
農
家
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
で
生
産
基
盤
が
弱
体

化
し
て
い
る
こ
と
だ
。
農
畜
産
物

の
供
給
力
が
弱
ま
り
、
需
要
に
応

じ
ら
れ
な
い
場
合
も
出
て
き
た
。

一
方
、
小
麦
は
国
産
の
在
庫
が

潤
沢
に
あ
っ
て
も
、
タ
ン
パ
ク
値

な
ど
品
質
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り

「
大
手
製
粉
で
は
大
き
い
ロ
ッ
ト

が
必
要
な
た
め
、
利
用
が
難
し

い
」
（
製
粉
関
係
者
）
と
い
う
。

政
府
は
輸
入
小
麦
の
高
騰
対
策

と
し
て
水
田
で
の
小
麦
生
産
拡
大

を
後
押
し
す
る
。
団
地
化
を
要
件

に
機
械
導
入
な
ど
を
支
援
し
、
食

品
メ
ー
カ
ー
に
は
国
産
穀
物
の
利

用
を
促
す
施
策
も
措
置
し
た
。
水

田
転
作
で
栽
培
し
や
す
い
品
種
の

開
発
な
ど
中
長
期
的
な
対
応
も
求

め
ら
れ
る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

原
料
変
更
は
設
備
面
や
製
造
方

法
、
原
料
原
産
地
表
示
へ
の
対
応

が
伴
う
。
国
産
を
安
定
供
給
で
き

る
強
い
産
地
づ
く
り
に
向
け
た
一

層
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い
。

円
安
の
影
響
は
今
後
も
長
期
化

す
る
見
方
が
強
い
。
日
本
が
他
国

に
買
い
負
け
る
場
面
も
増
え
て
き

た
。
食
料
安
全
保
障
の
確
立
へ
、

今
こ
そ
海
外
依
存
の
脱
却
に
向

け
、
足
元
を
固
め
る
時
だ
。
命
に

つ
な
が
る
食
料
を
「
国
策
」
と
し

て
ど
う
位
置
付
け
る
か
、
政
府
の

本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
る
。

入
国
１
日
２
万
人
に
緩
和

政
府
検
討

水
際
対
策
来
月
に
も

コ
ロ
ナ
対
応

来
月
提
言

検
証
初
会
合

行
動
制
限
な
ど
議
論

「
機
会
が
あ
れ
ば
総
理
に
も
ち

ょ
っ
と
話
し
て
み
た
い｣

金
子
原

二
郎
農
相
＝
似
顔
絵
＝
は

日
の

衆
院
農
林
水
産
委
員
会
で
そ
う
述

べ
、
米
の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み

を
展
開
す
る
よ
う
、
岸
田
文
雄
首

相
に
進
言
す
る
考
え
を
示
し
た
。

輸
入
小
麦
の
価
格
高
騰
が
見
込
ま

れ
る
中
｢

首
相
や
農
相
が
先
頭
切

っ
て
、
今
こ
そ
米
を
食
べ
よ

う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
」
と
提
案
し
た
無
所
属
の

緒
方
林
太
郎
氏
へ
の
答
弁
。

緒
方
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
な
ど
を
背
景
に
、
輸
入
小
麦

で
は
今
後
も
価
格
高
騰
が
想
定
さ

れ
る
と
指
摘
。
自
給
が
可
能
な
米

の
消
費
拡
大
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
展
開
を
求
め
た
。

金
子
農
相
は
、
４
月
に
政
府
が

決
定
し
た
物
価
高
騰
の
緊
急
対
策

で
、
食
品
原
材
料
の
輸
入
小
麦
か

ら
国
産
米
・
米
粉
へ
の
切
り
替
え

支
援
や
米
消
費
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
を
盛
り
込
ん
だ
と
し
て
「
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
消
費
拡
大

に
し
っ
か
り
取
り
組
む
」
と
言

及
。
「
私
も
で
き
る
だ
け
積

極
的
に
米
を
食
べ
る
機
会
を

設
け
、
多
く
の
方
々
に
（
消

費
拡
大
を
）
お
願
い
し
て
い

き
た
い
」
と
も
述
べ
た
。

農相｢機会あれば話したい｣

米
の
消
費
拡
大

首
相
に
進
言
⁉

戦
略
物
資
の
供
給
網
強
化

イ
ン
フ
ラ
に
審
査

経
済
安
保
法
が
成
立

衆
院
農
林
水
産
委
員
会
で

日
、
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸
入
機
会
＝
Ｍ

Ａ
）
米
を
巡
り
野
党
と
政
府
が
論
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
無
所
属
の
緒
方
林
太
郎
氏

は
、
円
安
進
行
な
ど
に
よ
っ
て
国
産
米
に

対
す
る
米
国
産
米
の
価
格
の
優
位
性
は
薄

れ
て
い
る
と
し
、

・
７
万
㌧
の
枠
全
て

を
輸
入
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
。
一

方
、
農
水
省
は
「
当
該
数
量
の
輸
入
を
行

う
べ
き
だ
」
（
農
産
局
）
と
繰
り
返
し
、

平
行
線
を
た
ど
っ
た
。

衆院農水委で論戦平行線

野
党
側

Ｍ
Ａ
米
全
量
は
不
要


農
水
省

輸
入
行
う
べ
き
も
の


植
物
防
疫
の
重
要
性
を
訴
え
る
「
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
」
の
動
画
（
農
水
省
提
供
）

農
水
省｢

国
際
デ
ー｣

に
合
わ
せ
て

植物防疫の重要性 動画で発信
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